
福祉避難所 
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■福祉避難所：遊楽館 

 ◆350人の要介護者が入所 

 ◆市立病院職員がケアにあたった 

 ◆ケースワーカーらが施設等への入所手続きを 

  すすめ９月末には閉鎖に至った 

■福祉避難所：桃生トレセン 

 ◆35人の要支援者、15名の家族が入所 

 ◆リハビリによる日常生活動作の向上 

 ◆日常生活動作の向上・心身の回復により 

   仮設住宅等への入居が可能となった 

 

環境を整える 
場所を指定・設定するだけでは不十分 



災害時の連携：事前計画と覚書等 
                          災害時の調整機能 

構成員間の相互依存、 
結合、責任の共有の強弱 

連携例 課題 

 
チームワーク 

医療機関 
DMAT等のチーム活動 

事前準備・訓練 

 
コラボレーション 

 
 

他職種や各種団体等
の連携 

 
 
帰属意識 
目標設定と共有  

コーディネーション 

 
ネットワーキング 

情報交換 目的・目標の明確化 
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システムがない、機能していなかった根拠 
ユニセフからの車両の供与 

自動車生産実績 

 （2011年1月） 

乗用車－609,598台 

トラック－87,830台 

バス－8,679台 

一般社団法人 日本自動車工業会
http://www.jama.or.jp/stats/product/20110228.html 21 



INCIDENT  COMMAND SYSTEM 

 

OPERATIONS 

 

PLANNING  LOGISTICS  FINANCE 

COMMAND 

阪神淡路大震災以降、医療支援の
OPERATIONSの強化は図られた 

抜本的な課題
解決が必要 
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ASSESSMENT ニーズと資源とのマッチング 
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ニーズ 資源 

水の確保と量 
・基本的な衛生上の行動：2～6L/日 
・基本的な調理ニーズ：3～6L/日 

ひと、もの、金、情報 
 
・もてる資源を把握する 
・優先度を判断して分配する 
・５W２Hの共有 
 Who, When, Where,  
 What, Why,  
   How, How much 
・不足している資源の入手 
 どこに、誰に 
 報告・連絡・調整すれば 
 課題解決に至るのか 
  
 

し尿処理 
・屋外型仮設トイレ 
 一つのトイレの使用者数20人まで 
・室内型仮設トイレ 

食糧・栄養 
・タンパク質、ビタミン、ミネラル 

シェルター 
・居住空間 
・人権擁護 
・プライバシーの保護 

ノンフードアイテム 
・家庭用品（特に暖房器具、燃料） 
・衣料、寝具（ベッド）、家電 
・情報入手手段（テレビ、新聞等） 



24 

プランニング （分析、判断、評価） 
目的を明確にする：誰のために、何のために 
目標を明確にする：あるべき姿を目指し、あきらめない 

実施（活動）・評価 

モニタリング 結果・評価（プラン修正） 

プランニング 

短期目標・計画 中・長期目標・計画 

迅速評価・優先順位（緊急性・重要性） 

情報収集・ニーズ 資源のキャパシティ アセスメント 


